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X31b Euclid+UNIONS/WISHESサーベイが開く z = 3–8の活動銀河核探査
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JWSTの打ち上げによる非常に高感度の近・中間赤外線分光観測が可能になったことにより、z = 5を超える
遠方の低光度活動銀河核 (AGN; Lbol < 1045 erg s−1) の発見が相次いでいる。その一方で、最遠方 (z > 7) の
非常にレアな高光度活動銀河核であるクエーサーを探査するには広域の可視光近赤外線探査が必要不可欠であ
る。2023年 7月に打ち上げ予定の Euclidは、いままでのmissingパラメータ領域であった近赤外線高感度広域
探査を予定している。南天および北天で合計 1万平方度を超える領域を近赤外域で探査予定であるが、その北天
領域である 4500平方度については ugrizの可視光帯域の測光サーベイとしてUNIONSサーベイがすでに進行中
であり、photo-z を精度よく決めるために必須な測光情報を提供予定である。その中でもWISHESサーベイは
Subaru/HSCを用いて z-bandで 23.4等の深さまでの探査を担当しており、UNIONSサーベイの、特に z > 5を
超える遠方銀河・AGN探査で重要な役割を担っている。きたる EuclidサーベイとUNIONS/WISHESサーベイ
データを組み合わせて実現可能なAGNサイエンスを最大化するために、我々は 2022年 5月から月一回のテレコ
ンを非公式に行い、UNIONS/WISHESデータ (+Euclid) を用いた活動銀河核のサイエンス検討を進めてきた。
今夏にはWISHESサーベイ zバンドデータを含めたUNIONS測光カタログが内部公開される予定であり、本講
演ではこのカタログによって新たに開かれる AGNサイエンスである z = 3–8の遠方 AGN探査計画について報
告する。特に遠方電波銀河探査、遠方クエーサー探査、埋もれた AGN探査についてと、現状の preliminaryな
UNIONS可視光データセットで行った z ∼ 3の電波銀河探査についても報告をする。


